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１．2024年２月期第３四半期の連結業績（2023年３月１日～2023年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第３四半期 27,070 10.6 808 10.0 812 △7.3 427 5.6

2023年２月期第３四半期 24,483 7.2 735 16.9 876 △23.1 404 △23.7
(注) 包括利益 2024年２月期第３四半期 422百万円( 5.6％) 2023年２月期第３四半期 400百万円( △25.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第３四半期 40.07 40.05

2023年２月期第３四半期 39.83 39.79

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年２月期第３四半期 27,037 10,753 39.5

2023年２月期 23,133 8,139 34.9
(参考) 自己資本 2024年２月期第３四半期 10,677百万円 2023年２月期 8,081百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

2024年２月期 ― 5.00 ―

2024年２月期(予想) 5.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,000 9.0 1,100 20.2 1,100 4.5 △700 ― △65.63
(注)１.直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

２.連結業績予想の修正につきましては、本日（2024年１月10日）公表の「当社グループ関東第一工場における出火
に関するお知らせ（第二報）および業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年２月期３Ｑ 11,331,813株 2023年２月期 10,169,506株

② 期末自己株式数 2024年２月期３Ｑ 959株 2023年２月期 959株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期３Ｑ 10,665,418株 2023年２月期３Ｑ 10,163,815株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用に
あたっての注意事項等については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、2023年５月に新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類

に移行され、日常生活の制約や社会活動への制限が緩和され、消費活動が正常化に向かい、緩やかな回復傾向が見

受けられております。しかしながら、依然として日米の金利差や貿易赤字等を背景にした円安、ウクライナ情勢等

の長期化の影響を受け原材料やエネルギーコストが高騰し、国内においては急激な物価上昇等もあり、依然として

先行きの不透明な状況が続いております。

当社主力事業の市場動向につきましては、冷凍食品市場および中華カテゴリーは前年を上回り、堅調に推移して

おります。また、外食市場については、人流の回復に伴い着実な回復を見せております。

このような状況下、食品事業においては、主力商品である「大阪王将 羽根つき餃子」「大阪王将 ぷるもち水餃

子」の更なる拡販および「大阪王将 極みのもっちり厚皮 肉汁爆弾餃子」等の新商品投入により売上拡大を図った

一方で、昨今の原材料、物流コスト、エネルギーコストの上昇を受け、2023年10月に全商品の価格改定を行い、収

益の改善を進めました。外食事業においては、主力の「大阪王将」ブランドでは元祖餃子の成形や一部食材の仕込

みを行うセントラルキッチン（埼玉県羽生市）からの供給店舗数および稼働率が進捗し、関東圏限定フランチャイ

ズ展開の基盤構築を進めました。新規事業においては「北海道めんこい鍋 くまちゃん温泉」の海外展開および台

湾、中国において冷凍餃子の販売を開始し、積極的な海外への展開に取り組みました。

また、メーカーとしての心臓部である生産工場においては、新設した関東第三工場における国内最大最速級の焼

き餃子製造ラインは計画通り稼働ができており、2024年３月には「大阪王将 羽根つき餃子」および「大阪王将 た

れつき肉焼売」のハイブリッド式ラインの導入を予定しており、更なる自社製造量の拡大、効率化に取り組んで参

ります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高が270億70百万円（前年同四半期比10.6％増）、営業

利益が８億８百万円（前年同四半期比10.0％増）となりました。一方、前年同四半期において、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止協力金の収入を営業外収益として計上していたことにより、経常利益は８億12百万円（前年同四

半期比7.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億27百万円（前年同四半期比5.6％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。

① 食品事業

食品事業につきましては、新商品「大阪王将 極みのもっちり厚皮 肉汁爆弾餃子」、「大阪王将 極みの大粒

肉餃子」を発売するなど餃子カテゴリーの強化に加え、「大阪王将 なにわのジューシー焼売」を始めとする中華

カテゴリー強化に努めました。昨今の原材料、物流コスト、エネルギーコストの上昇を受け、2023年10月に一部

商品の価格改定を行い、収益の改善を進めました。その結果、当第３四半期連結累計期間における食品事業の売

上高は163億91百万円（前年同四半期比10.5％増）、営業利益は９億96百万円（前年同四半期比1.5％減）となり

ました。
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② 外食事業

外食事業につきましては、人流の回復に伴い各業態が着実な回復を見せており、主力の「大阪王将」ブランド

においては、セントラルキッチン（埼玉県羽生市）からの供給店舗数および稼働率が進捗し、関東圏限定フラン

チャイズ展開の基盤構築を進めました。生活立地型の出店戦略を継続し、関東圏でのドミナント出店への取り組

みを更に強化しました。また、ベーカリー・カフェでは「R Baker」に加え「R Baker mini」をモデルとしたスモ

ールパッケージのＦＣ展開を積極的に展開して参ります。

その結果、当第３四半期連結累計期間における外食事業の売上高は106億79百万円（前年同四半期比10.6％

増）、営業利益は２億９百万円（前年同四半期比412.7％増）となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間におきましては、加盟店８店舗（うち海外４店舗）、直営店８店舗（うち海

外１店舗）の計16店舗を出店した一方、加盟店18店舗（うち海外４店舗）、直営店６店舗の計24店舗（うち海外

４店舗）を閉店した結果、当第３四半期末店舗数は、加盟店344店舗（うち海外20店舗）、直営店111店舗（うち

海外10店舗）の計455店舗（うち海外30店舗）となっております。また、運営形態変更に伴い６店舗を直営店から

加盟店へ、１店舗を加盟店から直営店へと変更しております。

外食事業の店舗数の内訳は以下のとおりであります。

業態名

前連結会計年度末
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

直営店 加盟店 計 直営店 加盟店 計

大阪王将 46 304 350 43 298 341

ラーメン 11 12 23 13 11 24

ベーカリー・カフェ 21 11 32 20 12 32

一品香 8 2 10 9 2 11

その他業態 18 1 19 15 2 17

海外 9 20 29 10 20 30

合計 113 350 463 110 345 455

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の総資産の残高は、前連結会計年度末より39億３百万円増加し、270億37百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末より22億44百万円増加し、119億96百万円となりました。主な要因は、現金及び預

金の増加10億47百万円、売掛金の増加８億61百万円、商品及び製品の増加２億39百万円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末より16億58百万円増加し、150億40百万円となりました。主な要因は、有形固定資

産の増加によるものであります。

(負債の部)

当第３四半期連結会計期間末の負債の残高は、前連結会計年度末より12億88百万円増加し、162億83百万円となり

ました。

流動負債は、前連結会計年度末より12億35百万円増加し、115億84百万円となりました。主な要因は、買掛金の増

加３億67百万円、短期借入金の増加４億40百万円、未払金の増加１億97百万円、返金負債の増加１億24百万円によ

るものであります。

固定負債は、前連結会計年度末より52百万円増加し、46億98百万円となりました。主な要因は、長期借入金の増

加によるものであります。

(純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は、前連結会計年度末より26億14百万円増加し、107億53百万円とな

りました。主な要因は、新株発行に伴う資本金、資本剰余金の増加22億59百万円、利益剰余金の増加３億22百万円

によるものであります。

この結果、自己資本比率は39.5％（前連結会計年度末34.9％）となりました。

　



株式会社イートアンドホールディングス(2882) 2024年２月期 第３四半期決算短信

4

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年２月期の連結業績予想につきましては、本日（2024年１月10日）公表いたしました「当社グループ関東第

一工場における出火に関するお知らせ（第二報）および業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。なお、

本資料発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、今後様々な要因により異なる場合があ

ります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,558 2,606

売掛金 6,086 6,947

商品及び製品 1,161 1,400

原材料及び貯蔵品 321 367

その他 624 674

流動資産合計 9,751 11,996

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 6,393 6,397

土地 1,080 1,080

機械装置及び運搬具（純額） 3,166 3,620

その他（純額） 851 1,943

有形固定資産合計 11,492 13,042

無形固定資産

その他 160 247

無形固定資産合計 160 247

投資その他の資産

繰延税金資産 618 614

その他 1,118 1,142

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 1,729 1,750

固定資産合計 13,381 15,040

資産合計 23,133 27,037
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,254 2,621

短期借入金 1,794 2,234

1年内返済予定の長期借入金 902 912

未払金 3,118 3,316

未払法人税等 137 139

賞与引当金 197 127

役員賞与引当金 45 38

修繕引当金 ― 46

返金負債 1,015 1,140

その他 882 1,007

流動負債合計 10,348 11,584

固定負債

長期借入金 3,272 3,357

退職給付に係る負債 185 199

その他 1,188 1,141

固定負債合計 4,645 4,698

負債合計 14,994 16,283

純資産の部

株主資本

資本金 2,029 3,159

資本剰余金 1,960 3,089

利益剰余金 4,078 4,400

自己株式 △0 △0

株主資本合計 8,067 10,648

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4 7

為替換算調整勘定 9 19

退職給付に係る調整累計額 0 1

その他の包括利益累計額合計 14 28

新株予約権 22 3

非支配株主持分 34 72

純資産合計 8,139 10,753

負債純資産合計 23,133 27,037
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年11月30日)

売上高 24,483 27,070

売上原価 14,445 16,331

売上総利益 10,037 10,738

販売費及び一般管理費 9,302 9,929

営業利益 735 808

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

受取保険金 ― 79

補助金収入 125 1

解約金収入 24 34

その他 2 7

営業外収益合計 153 123

営業外費用

新株予約権発行費 ― 16

支払利息 10 18

修繕費 ― 30

修繕引当金繰入額 ― 46

その他 2 9

営業外費用合計 12 120

経常利益 876 812

特別利益

固定資産売却益 0 ―

国庫補助金受贈益 20 ―

新株予約権戻入益 ― 16

特別利益合計 20 16

特別損失

固定資産圧縮損 20 ―

固定資産除売却損 0 ―

店舗閉鎖損失 25 24

減損損失 76 42

特別損失合計 122 67

税金等調整前四半期純利益 773 761

法人税等 390 356

四半期純利益 383 404

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △21 △22

親会社株主に帰属する四半期純利益 404 427
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年３月１日
　至 2023年11月30日)

四半期純利益 383 404

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0 3

為替換算調整勘定 16 14

退職給付に係る調整額 0 0

その他の包括利益合計 16 18

四半期包括利益 400 422

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 419 441

非支配株主に係る四半期包括利益 △18 △18
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間において、新株予約権の権利行使により、資本金が1,117百万円、資本準備金が1,117

百万円増加しております。

また、2023年５月26日開催の取締役会決議により、2023年６月23日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式の発

行を行い、資本金が12百万円、資本準備金が12百万円増加しております。

この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が3,159百万円、資本準備金が3,092百万円となっており

ます。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算方法）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。

（追加情報）

（連結納税制度からグループ通算制度への移行に係る税効果会計の適用に関する取扱いの適用）

当社および当社の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移

行しております。これに伴い、法人税および地方法人税並びに税効果会計の会計処理および開示については、

「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12

日。以下「実務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、

実務対応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行）

当社は、2023年５月26日開催の取締役会において、譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行を行うことにつ

いて決議し、2023年６月23日に払い込みが完了いたしました。

(1) 発行の目的および理由

当社は、2022年４月26日開催の取締役会において、当社の取締役（社外取締役を除く。（以下「対象取締

役」という。）に対する当社の企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与えるとともに、株主の皆

様との一層の価値共有を進めることを目的に、対象取締役を対象とする新たな報酬制度として、譲渡制限付

株式報酬制度（以下「本制度」という。）を導入することを決議しました。また、2022年５月27日開催の第

45回定時株主総会において、本制度に基づき、譲渡制限付株式取得の出資財産とするための報酬として、対

象取締役に対して、年額60,000千円以内の金銭債権を支給し、年40,000株以内の当社普通株式を発行又は処

分することおよび譲渡制限付株式の譲渡制限期間は、当社と対象取締役との間で締結される譲渡制限付株式

割当契約により当社普通株式の割り当てを受けた日より、当社又は当社子会社の役職員の地位のうち当社の

取締役会が定める地位を退任した直後の時点までの間とすること等につき、ご承認をいただいております。

(2) 発行の概要

(1) 払込期日 2023年６月23日

(2) 発行する株式の種類および数 当社普通株式 11,507株

(3) 発行価額 １株につき 2,185円

(4) 発行総額 25,142,795円

(5) 株式の割当ての対象者および
その人数並びに割り当てる株式の数

当社の取締役（社外取締役を除く。）６名 11,507株

(6) その他
本新株式発行については、金融商品取引法による有価証
券通知書を提出しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2022年３月１日　至 2022年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２食品事業 外食事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 14,831 9,592 24,424 ― 24,424

その他の収益 ― 59 59 ― 59

外部顧客への売上高 14,831 9,651 24,483 ― 24,483

セグメント間の内部
売上高または振替高

643 ― 643 △643 ―

計 15,475 9,651 25,127 △643 24,483

セグメント利益 1,011 40 1,051 △316 735

（注）１．セグメント利益の調整額△316百万円は、セグメント利益の各報告セグメントに配分していない全社

費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「外食事業」セグメントにおいて、店舗設備等の減損損失として76百万円を計上しております。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2023年３月１日　至 2023年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２食品事業 外食事業 計

売上高

顧客との契約から生じる収益 16,391 10,612 27,004 ― 27,004

その他の収益 ― 66 66 ― 66

外部顧客への売上高 16,391 10,679 27,070 ― 27,070

セグメント間の内部
売上高または振替高

701 ― 701 △701 ―

計 17,092 10,679 27,771 △701 27,070

セグメント利益 996 209 1,205 △396 808

（注）１．セグメント利益の調整額△396百万円は、セグメント利益の各報告セグメントに配分していない全社

費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「外食事業」セグメントにおいて、店舗設備等の減損損失として42百万円を計上しております。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

（当社グループ関東第一工場出火に関する事項）

１.2023年12月６日（水）に当社グループ関東第一工場の製造ラインの一部より出火いたしました。

２.被害の状況

人的被害：同工場内にいた従業員ならびに関係者の方々は全員避難し、負傷者はおりません。

物的被害：焼き餃子製造ラインの焼成工程から出火、製造ラインの一部に延焼し、当該工場１階が影響を受けて

おります。なお、隣接する関東第二工場および関東第三工場への延焼はなく、通常稼働しておりま

す。

３.損害額

　完全復旧には時間を要することから、金額の最終確定には時間を要する見込みですが、2024年２月期通期決算

にて、当該工場の設備および関連費用等について、1,400百万円の特別損失を計上する見込みです。当特別損失

は、加入している保険の対象となっており、今後、受取保険金額が確定した時点で、当該金額を特別利益として

計上いたしますが、翌期（2025年２月期）での計上となる見込みです。

４.復旧の見通し

　一部の製造ラインは2023年12月25日に稼働を再開しております。

５.当該災害が営業活動等に及ぼす重要な影響

　当該災害が営業活動に及ぼす影響については精査中でありますが、商品供給体制につきましては、当社グルー

プ内の他工場への製造移管を行っており、早期での供給体制の完全復旧に向け、努めて参ります。

　


